
気
き

候
こう

変
へん

動
どう

いきもの大
だいちょうさ

調査とは、地
ちきゅう

球温
おん

暖
だん

化
か

の影
えいきょう

響で見
み

られる場
ば

所
しょ

や時
じ

期
き

が
変
か

わったいきものを見
み

つけて、スマホで写
しゃ

真
しん

を撮
と

って投
とう

稿
こう

する、いきもの
調
ちょうさ

査です。いきものの生
せい

態
たい

や、いきものをとりまく環
かんきょう

境から、地
ちきゅう

球温
おん

暖
だん

化
か

の影
えいきょう

響を学
まな

んで、私
わたし

たちにできる温
おん

暖
だん

化
か

防
ぼう

止
し

のために行
こう

動
どう

しましょう！

検 索気候変動いきもの大調査

https://ccbio.jp

令和 2 年度　気候変動いきもの大調査　結果報告
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いきものたちを調
しら

べよう！

調
ちょうさ

査の結
けっ

果
か

を見
み

てみよう！

北
ほっ

海
かい

道
どう

、本
ほんしゅうひがし

州東（東
とう

北
ほく

・関
かん

東
とう

・中
ちゅうぶ

部）、本
ほんしゅうにし

州西（近
きん

畿
き

・
中
ちゅうごく

国・四
し

国
こく

）、九
きゅうしゅう

州、沖
おき

縄
なわ

の５地
ち

域
いき

で、各
かく

地
ち

域
いき

別
べつ

に観
かん

察
さつ

が
できるいきものを選

えら
びました。スマートフォンアプリでは、

観
かん

察
さつ

のためのガイドを表
ひょうじ

示。アプリで「いきものの名
な

前
まえ

」
を診

しん
断
だん

して、簡
かん

単
たん

に投
とう

稿
こう

することができます。

気
き

候
こ う

変
へ ん

動
ど う

いきもの大
だ い ち ょ う さ

調査

いきものから学
まな

び、行
こう

動
どう

しよう！

1

2

3

みんなが見
み

つけたいきものから、気
き

候
こう

変
へん

動
どう

（地
ちきゅう

球温
おん

暖
だん

化
か

）と、いきも
のの住

す
む場

ば
所
しょ

が、実
じっ

際
さい

にどう変
へん

化
か

しているかを図
ず

で表
あらわ

しました。「昔
むかし

はよく見
み

られた場
ば

所
しょ

で見
み

られない」「昔
むかし

はこんなところにはいなかっ
たいきものがいる」、そんな変

へん
化
か

が日
に

本
ほん

全
ぜん

国
こく

で起
お

こっています。P.6 以
い

降
こう

では、調
ちょうさ

査の結
けっ

果
か

と気
き

候
こう

変
へん

動
どう

といきものの関
かん

係
けい

を解
かい

説
せつ

してます。

いきものたちは厳
きび

しい環
かんきょう

境の中
なか

で生
い

きていくために、さまざ
まな工

く
夫
ふう

をしています。その中
なか

でも特
とく

に「エコな暮
く

らし方
かた

」
をしているいきものをご紹

しょうかい
介します。彼

かれ
らの工

く
夫
ふう

を学
まな

び、私
わたし

たちにもできる地
ちきゅう

球温
おん

暖
だん

化
か

対
たい

策
さく

のために行
こう

動
どう

しましょう！

・個
こ

体
たい

群
ぐん

密
みつ

度
ど

が高
たか

い
・市

し
街
がい

地
ち

や河
か

川
せん

敷
じき

など普
ふ

段
だん

の生
せい

活
かつ

圏
けん

で見
み

られる
・サイズが極

きょくたん
端に小

ちい
さくなく目

め
につきやすい

・専
せん

門
もん

知
ち

識
しき

がなくても安
あん

全
ぜん

に観
かん

察
さつ

ができる

調
ちょうさ

査対
たいしょう

象のいきものは専
せん

門
もん

家
か

が選
せん

抜
ばつ

！

25

30

35

40

45
北緯
ほくい

度

度

度

度

度

コハクチョウの
越冬地が北上

気温の上昇

越冬できる地域が
増える

更に気温が上がると ...

越冬地での生態系が崩れ、
農業や人の生活にも
影響が出る可能性があるえっとう ち いき

ふ

きおん じょうしょう
えっ とう ち ほくじょう

さら きおん あ

えっとうち せいたいけい くず

のうぎょう ひと せいかつ

えいきょう で かのうせい

コハクチョウ
Cygnus columbianus

鳥綱カモ目カモ科ハクチョウ属

ミノムシに学
まな

ぶ　W
ウ ォ ー ム ビ ズ

ARMBIZ コーデ
（W

ウ ォ ー ム ビ ズ
ARMBIZ：26 ページ参

さんしょう
照）

究
きゅうきょく

極の地
ち

産
さん

地
ちしょう

消
体
からだ

に生
は

えた藻
も

を食
た

べるナマケモノ

自
し

然
ぜん

の力
ちから

で卵
たまご

をふ化
か

　ワニ流
りゅう

子
こ

育
そだ

て術
じゅつ

現
げん

在
ざい

、カエデやイチョウは紅
こう

葉
よう

の季
き

節
せつ

が遅
おそ

くなり、南
なん

方
ぽう

系
けい

の昆
こんちゅう

虫の生
せい

息
そく

範
はん

囲
い

は北
ほくじょう

上、
コハクチョウやハクセキレイ、ホオジロなどの鳥

とり
が北

ほっ
海
かい

道
どう

で越
えっ

冬
とう

など、みなさんの身
み

近
ぢか

ないきものにも地
ちきゅう

球温
おん

暖
だん

化
か

の影
えいきょう

響と考
かんが

えられる変
へん　か

化が見
み

られています。
こうした野

や
生
せい

生
せい

物
ぶつ

の分
ぶん

布
ぷ

や個
こ

体
たい

数
すう

等
など

の変
へん

化
か

は、私
わたし

たちの生
せい

活
かつ

にも直
ちょっけつ

結する問
もん

題
だい

です。
例
たと

えば、カモやハクチョウの仲
なか

間
ま

は農
のう

作
さく

物
ぶつ

を食
た

べてしまうことがあります。地
ちきゅう

球温
おん

暖
だん

化
か

が進
すす

み、個
こ

体
たい

数
すう

が増
ぞう

加
か

したり、今
いま

まで生
せい

息
そく

していなかった地
ち

域
いき

への分
ぶん

布
ぷ

が拡
かく

大
だい

する
と、さらなる農

のうぎょうひがい
業被害が発

はっ
生
せい

する懸
け

念
ねん

があります。また、地
ちきゅう

球温
おん

暖
だん

化
か

によって花
はな

を咲
さ

かせる時
じ

期
き

と花
か

粉
ふん

を運
はこ

んでくれる昆
こんちゅう

虫の出
しゅつげん

現する季
き

節
せつ

がずれてしまい、植
しょくぶつ

物が受
じゅ

粉
ふん

で
きず、種

たね
を作

つく
れなくなってしまう事

じ
例
れい

が報
ほう

告
こく

されています。
こうした問

もん
題
だい

が発
はっ

生
せい

しないようにするために、なんとしても地
ちきゅう

球温
おん

暖
だん

化
か

を食
く

い止
と

めな
ければなりません。
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夏
な つ

場
ば

は涼
す ず

しい日
に

本
ほ ん

より北
き た

の地
ち

域
い き

で過
す

ごし、冬
ふ ゆ

になると比
ひ

較
か く

的
て き

温
あたた

かい日
に

本
ほ ん

に
やってくる鳥

と り

たちを冬
ふ ゆ

鳥
ど り

と呼
よ

び、ハクチョウやカモの仲
な か

間
ま

がその代
だいひょう

表です。
冬
ふ ゆ

鳥
ど り

であるコハクチョウやオナガガモは、以
い

前
ぜ ん

は寒
さ む

さが厳
き び

しい北
ほ っ

海
か い

道
ど う

では越
え っ

冬
と う

しませんでした。また、夏
な つ

の間
あいだ

に北
ほ っ

海
か い

道
ど う

で過
す

ごしたオオバンやハクセキレ
イなども、以

い

前
ぜ ん

は冬
ふ ゆ

になる前
ま え

に本
ほんしゅう

州より南
みなみ

に南
な ん

下
か

していました。ところが、
このような本

ほんしゅう

州以
い

南
な ん

で冬
ふ ゆ

を過
す

ごしていた鳥
と り

たちが、近
き ん

年
ね ん

、北
ほ っ

海
か い

道
ど う

で越
え っ

冬
と う

する
ことが多

お お

くなりました。地
ち き ゅ う

球温
お ん

暖
だ ん

化
か

によって、北
ほ っ

海
か い

道
ど う

の冬
ふ ゆ

の寒
さ む

さが和
や わ

らいだ
ことが影

えいきょう

響しているものと考
かんが

えられます。

全国

コハクチョウ

MEMO

エリア

調査対象

全国

オオバン

MEMO

エリア

調査対象

全国
ハクセキレイ、ベニマシコ、ルリビ
タキ、イカル、シロハラ、ホオジロ、
ミヤマホオジロ、カシラダカ

MEMO

エリア

調査対象

北
ほ っ

海
か い

道
ど う

で
越
え っ

冬
と う

するようになった鳥
と り

コハクチョウはここ 40 年
ねん

で、日
に

本
ほん

で越
えっ

冬
とう

する個
こ

体
たい

が 20 倍
ばい

にも増
ふ

えています。越
えっ

冬
とう

がほとんど見
み

られなかった北
ほっ

海
かい

道
どう

でも、越
えっ

冬
とう

するケースが増
ふ

えています。

オオバンはヨシやオギなどが繁
はん

茂
も

する湿
しっ

地
ち

に生
せい

息
そく

する水
みず

鳥
どり

で、日
に

本
ほん

全
ぜん

国
こく

に分
ぶん

布
ぷ

します。
東
とう

北
ほく

や北
ほっ

海
かい

道
どう

などで越
えっ

冬
とう

地
ち

を拡
かく

大
だい

していま
す。

冬
ふゆ

場
ば

には南
みなみ

へ飛
と

び立
た

っていくはずの渡
わた

り鳥
とり

が、渡
わた

りをせずに越
えっ

冬
とう

するケースが増
ふ

えて
います。

気
き

候
こう

変
へん

動
どう

いきもの大
だい

調
ちょうさ

査で行
おこな

った調
ちょうさ

査
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　気
き
候
こう
変
へん
動
どう
いきもの大

だい
調
ちょう
査
さ
で見

み
つかった

アプリバイオームで投稿された全データを含む地図上の点はいきものが見つかった場所です

最北の発見は
宗谷地方

さいほく はっけん

そうや ちほう

北海道で 4件！
ほっか い どう けん

25

30

35

40

45度

度

度

度

度

北緯
ほくい

12 月～1月の

本州の宮城県以南から
島根県あたりで越冬する
はずが ...

ほんしゅう みやぎけんい な ん

しまねけん えっとう

12 月～2月の北海道は
コハクチョウにとっては
寒すぎて過ごせないため

がつ がつ ほっかいどう

さむ す

冬に
コハ
クチ
ョウ
が過
ごす
地域

ふゆ

す

ちい
き

がつ がつ

コハクチョウは、夏
なつ

はユーラシア大
たい

陸
りく

北
ほく

部
ぶ

のツンドラで繁
はん

殖
しょく

し、冬
ふゆ

は温
あたた

かい
温
おん

帯
たい

で過
す

ごす鳥
とり

です。日
に

本
ほん

にも寒
さむ

さを逃
のが

れるために、冬
ふゆ

鳥
どり

としてやってきて
います。以

い
前
ぜん

は北
ほっ

海
かい

道
どう

での越
えっ

冬
とう

はほとんど観
かん

察
さつ

されませんでした。ところが、
1990 年

ねん
以
い

降
こう

、北
ほっ

海
かい

道
どう

での越
えっ

冬
とう

が頻
ひん

繁
ぱん

に観
かん

察
さつ

されるようになりました。

コハクチョウの発見と気温の上昇トレンドの
関係が２つのグラフから見て取れます。

はっけん きおん じょうしょう

かんけい み と

日本の気温の変化
にほん きおん へんか

年ごとの発見地点の北限
ねん はっけん ちてん ほくげん

25

30

35

40

45

1970 1980 1990 2000 2010 2020 年

発
見
地
点
の
最
高
緯
度(ºE)

コハクチョウの越冬地が北上！

1990年以降、北海道での越冬増加

−1

0

1

年

平
均
気
温
の
指
数(ºC)

1970 1980 1990 2000 2010 2020

100年につき、1.26℃も上昇

赤線は 1900～2020 年までの
気温変化の傾向を表しています

121コハクチョウコハクチョウ
Cygnus columbianus

鳥綱カモ目カモ科ハクチョウ属

コハクチョウの
越冬地が北上

気温の上昇

越冬できる地域が
増える

更に気温が上がると ...

越冬地での生態系が崩れ、
農業や人の生活にも
影響が出る可能性があるえっとう ち いき

ふ

きおん じょうしょう
えっ とう ち ほくじょう

さら きおん あ

えっとうち せいたいけい くず

のうぎょう ひと せいかつ

えいきょう で かのうせい

12,1,2 月の投稿に限る

件

もともと北
ほっ

海
かい

道
どう

で目
もく

撃
げき

されるコハクチョウは、大
たい

陸
りく

と本
ほんしゅう

州の
間
あいだ

を渡
わた

る途
とちゅう

中に立
た

ち寄
よ

るだけでした。しかし、今
こん

回
かい

の調
ちょうさ

査で
は、大

たい
陸
りく

からの渡
わた

りの時
じ

期
き

を過
す

ぎた 12 月
がつ

と 1 月
がつ

にも北
ほっ

海
かい

道
どう

で
コハクチョウの投

とう
稿
こう

があり、道
どう

内
ない

で越
えっ

冬
とう

している可
か

能
のう

性
せい

が高
たか

い
ことが分

わ
かりました。地

ちきゅう
球温

おん
暖
だん

化
か

によって寒
さむ

さが和
やわ

らいだり、
積
せきせつりょう

雪量が減
げんしょう

少したことも一
いち

因
いん

ではないかと推
すい

察
さつ

されます。
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　気
き
候
こう
変
へん
動
どう
いきもの大

だい
調
ちょう
査
さ
で見

み
つかった

アプリバイオームで投稿された全データを含む地図上の点はいきものが見つかった場所です

北海道！
ほっか い どう

青森県！
あおもりけ ん

岩手県！
い わ て け ん

今回の発見！
こんかい はっけん

今回の発見！
こんかい はっけん

今回の発見！
こんかい はっけん

25

30

35

40

45度

度

度

度

度

北緯
ほくい

オオバンの発見と気温の上昇トレンドの
関係が２つのグラフから見て取れます。

はっけん きおん じょうしょう

かんけい み と

日本の気温の変化
にほん きおん へんか

−1

0

1

年

平
均
気
温
の
指
数(ºC)

1970 1980 1990 2000 2010 2020

100年につき、1.26℃も上昇

25

30

35

40

45

1970 1980 1990 2000 2010 2020

発
見
地
点
の
最
高
緯
度 (ºE)

年ごとの発見地点の北限
ねん はっけん ちてん ほくげん

年

赤線は 1900～2020 年までの
気温変化の傾向を表しています

オオバン

オオバンは身
み

近
ぢか

な川
かわ

や池
いけ

で見
み

られるクイナの仲
なか

間
ま

で、岩
いわ

手
て

・秋
あき

田
た

県
けん

以
い

南
なん

では冬
ふゆ

鳥
どり

です。それらの地
ち

域
いき

より北
きた

で過
す

ごしたオオバンは、冬
とう

季
き

には南
なん

下
か

し、大
たい

陸
りく

か
ら飛

ひ
来
らい

した個
こ

体
たい

とともに宮
みや

城
ぎ

県
けん

以
い

南
なん

で越
えっ

冬
とう

するとされてきました。ところが、
近
きん

年
ねん

は東
とう

北
ほく

地
ち

方
ほう

北
ほく

部
ぶ

での越
えっ

冬
とう

が数
かず

多
おお

く報
ほう

告
こく

されており、現
げん

在
ざい

では北
ほっ

海
かい

道
どう

でもオ
オバンの越

えっ
冬
とう

が確
かく

認
にん

されるようになりました。

オオバン
Fulica atra

鳥綱ツル目クイナ科

オオバンの
越冬地が北上
＆個体数増加

池や湖が凍らない
積雪が減る

越冬できる地域が
増える

更に気温が上がると ...

雑食性のオオバンが増え
すぎると、生態系や農業
に悪影響をおよぼすかもえっとう ち いき

ふ

いけ こお えっ とう ち ほくじょう

さら きおん あ

せいたいけい

ざっしょくせい

のうぎょう

ふ

あくえいきょう

こ たい すう ぞう か

みずうみ

せきせつ へ

12,1,2 月の投稿に限る

オオバンの分
ぶん

布
ぷ

拡
かく

大
だい

には、国
こく

内
ない

の繁
はん

殖
しょく

増
ぞう

加
か

だけでなく、海
かい

外
がい

からの渡
と

来
らい

個
こ

体
たい

の動
どう

向
こう

などが関
かん

係
けい

していると考
かんが

えられますが、
その要

よう
因
いん

は明
あき

らかになっていません。しかし、地
ち

球
きゅう

温
おん

暖
だん

化
か

に
よって池

いけ
が凍

こお
らなくなったり雪

ゆき
が積

つ
もらなくなったりして、冬

ふゆ

の間
あいだ

もエサの水
みず

草
くさ

を取
と

れる場
ば

所
しょ

が増
ふ

えたことが、分
ぶん

布
ぷ

拡
かく

大
だい

や個
こ

体
たい

数
すう

増
ぞう

加
か

の理
り

由
ゆう

として有
ゆう

力
りょく

視
し

されています。

1000
以
上件
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　気
き
候
こう
変
へん
動
どう
いきもの大

だい
調
ちょう
査
さ
で見

み
つかった

アプリバイオームで投稿された全データを含む地図上の点はいきものが見つかった場所です

10

地球温暖化による気温の上昇や積雪量の
減少によって、北海道内に留まって越冬
する鳥が増えています。

関東以北で越冬する
ミヤマホオジロも発
見されました。

ちきゅうおんだんか きおん じょうしょう せきせつりょう

げんしょう ほっかいどうない とど えっとう

とり ふ

かんとう いほく えっとう

はっ

けん

オナガガモ
ハシビロガモ
ミコアイサ
ミヤマホオジロ

ハクセキレイ
ベニマシコ
ホオジロ
カシラダカ

25

30

35

40

45度

度

度

度

度

北緯
ほくい

他
ほ か

の鳥
ちょう

類
る い

の越
え っ

冬
と う

地
ち

の北
ほ く

上
じょう

ハクセキレイ、ベニマシコ、ホオジロ、カシラダカ、オナガガモ、ハシビロガモ、ミコアイサは
本
ほんしゅう

州 以
い

南
なん

で越
えっ

冬
とう

とされていましたが、近
きん

年
ねん

は北
ほっ

海
かい

道
どう

でも越
えっ

冬
とう

が確
かく

認
にん

されています。気
き

候
こう

変
へん

動
どう

い
きもの大

だいちょうさ
調査でも、冬

とう
季
き

に北
ほっ

海
かい

道
どう

でこれらの鳥
とり

の発
はっ

見
けん

報
ほう

告
こく

がありました。また、ミヤマホオジロ
は西

にし
日
に

本
ほん

で越
えっ

冬
とう

するとされてきましたが、近
きん

年
ねん

は東
ひがしにほん

日本での越
えっ

冬
とう

が確
かく

認
にん

されています。越
えっ

冬
とう

期
き

に
栃
とち

木
ぎ

県
けん

、群
ぐん

馬
ま

県
けん

、茨
いばらきけん

城県からの投
とう

稿
こう

がありました。

街
まち

中
なか

でも見
み

られる身
み

近
ぢか

な鳥
とり

です。
北
ほっ

海
かい

道
どう

で繁
はん

殖
しょく

する個
こ

体
たい

は冬
ふゆ

には本
ほん

州
しゅう

以
い

南
なん

へ移
い

動
どう

すると言
い

われてい
ましたが、道

どう
内
ない

で越
えっ

冬
とう

する個
こ

体
たい

も
目
もく

撃
げき

されています。

ハクセキレイ
Motacilla alba lugens

細
ほそ

く尖
とが

った尾
お

が特
とく

徴
ちょう

のカモで、越
えっ

冬
とう

のために日
に

本
ほん

へやってきます。
越
えっ

冬
とう

地
ち

は本
ほんしゅう

州以
い

南
なん

とされてきまし
たが、真

ま
冬
ふゆ

の北
ほっ

海
かい

道
どう

からの投
とう

稿
こう

も
ありました。

オナガガモ
Anas acuta

日
に

本
ほん

では北
ほっ

海
かい

道
どう

で繁
はん

殖
しょく

し、本
ほん

州
しゅう

～九
きゅうしゅう

州で越
えっ

冬
とう

するとされています
が、越

えっ
冬
とう

期
き

に北
ほっ

海
かい

道
どう

や下
しも

北
きた

半
はん

島
とう

で
の撮

さつ
影
えい

記
き

録
ろく

があります。夏
なつ

場
ば

、オ
スの鮮

あざ
やかな紅

べに
色
いろ

が特
とくちょう

徴です。

ベニマシコ
Uragus sibiricus

日
に

本
ほん

全
ぜん

国
こく

に分
ぶん

布
ぷ

し、本
ほんしゅう

州以
い

南
なん

では
留
りゅうちょう

鳥 、北
ほっ

海
かい

道
どう

では夏
なつ

鳥
どり

として知
し

られます。近
きん

年
ねん

、越
えっ

冬
とう

期
き

の北
ほっ

海
かい

道
どう

での目
もく

撃
げき

が相
あい

次
つ

いでいます。

ホオジロ
Emberiza cioides

九
きゅうしゅう

州 ～本
ほんしゅう

州で見
み

られる冬
ふゆ

鳥
どり

です
が、冬

ふゆ
の北

ほっ
海
かい

道
どう

でも目
もく

撃
げき

例
れい

があり
ます。

カシラダカ
Emberiza rustica

名
な

前
まえ

の通
とお

り幅
はば

の広
ひろ

いクチバシが
特
とくちょうてき

徴的です。本
ほんしゅう

州以
い

南
なん

で越
えっ

冬
とう

する
とされてきましたが、越

えっ
冬
とう

個
こ

体
たい

と
思
おも

われるものが北
ほっ

海
かい

道
どう

で見
み

つかっ
ています。

ハシビロガモ
Anas clypeata

パンダのような白
しろ

黒
くろ

模
も

様
よう

が可
か

愛
わい

い
カモです。従

じゅうらい
来はほとんどなかっ

た北
ほっ

海
かい

道
どう

での越
えっ

冬
とう

が確
かく

認
にん

されてい
ます。

ミコアイサ
Mergus albellus

ミヤマホオジロは西
にし

日
に

本
ほん

で越
えっ

冬
とう

す
るとされてきましたが、近

きん
年
ねん

は
東
ひがしにほん

日本での越
えっ

冬
とう

が確
かく

認
にん

されていま
す。栃

とち
木
ぎ

県
けん

、群
ぐん

馬
ま

県
けん

、茨
いばらきけん

城県から
の投

とう
稿
こう

がありました。

ミヤマホオジロ
Emberiza elegans

渡
わ た

り鳥
ど り

の越
え っ

冬
と う

地
ち



本
ほん

州
しゅう

・四
し

国
こく

・九
きゅう

州
しゅう

で分
ぶん

布
ぷ

を拡
かく

大
だい

している昆
こん

虫
ちゅう

は少
すく

なくありません。気
き

候
こう

変
へん

動
どう

いきもの大
だい

調
ちょう

査
さ

 冬
ふゆ

編
へん

では、冬
ふゆ

でも見
み

つけられる昆
こんちゅう

虫を対
たいしょう

象に調
ちょうさ

査を行
おこな

いま
した。ウラギンシジミとキオビエダシャクはもとから日

に
本
ほん

に生
せい

息
そく

する種
しゅ

です
が、その分

ぶん
布
ぷ

域
いき

が国
こく

内
ない

で北
きた

へと拡
かく

大
だい

しています。キマダラカメムシは東
とう

南
なん

ア
ジアを分

ぶん
布
ぷ

の中
ちゅう

心
しん

とする外
がい

来
らい

種
しゅ

のカメムシで、国
こく

内
ない

での分
ぶん

布
ぷ

は長
なが

らく長
なが

崎
さき

県
けん

でとどまっていました。ところが 1990 年
ねん

代
だい

から急
きゅうそく

速に分
ぶん

布
ぷ

域
いき

を拡
かく

大
だい

し始
はじ

め
ました。いずれも、地

ちきゅう
球温

おん
暖
だん

化
か

の影
えい

響
きょう

が指
し

摘
てき

されています。

全国

ウラギンシジミ

MEMO

エリア

調査対象

全国

キマダラカメムシ

MEMO

エリア

調査対象

主に九州
キオビエダシャク

MEMO

エリア

調査対象

本
ほ ん

州
しゅう

・九
きゅう

州
しゅう

で
分
ぶ ん

布
ぷ

を拡
か く

大
だ い

している昆
こ ん

虫
ちゅう

成
せい

虫
ちゅう

で越
えっ

冬
とう

するチョウです。関
かん

東
とう

地
ち

方
ほう

が分
ぶん

布
ぷ

北
ほく

限
げん

と言
い

われていましたが、近
きん

年
ねん

、東
とう

北
ほく

地
ち

方
ほう

でも発
はっ

見
けん

されています。

南
なん

方
ぽう

系
けい

の外
がい

来
らい

カメムシで、1990 年
ねん

以
い

降
こう

、
九
きゅうしゅう

州 から急
きゅう

速
そく

に分
ぶん

布
ぷ

域
いき

を広
ひろ

げており、現
げん

在
ざい

では関
かん

東
とう

地
ち

方
ほう

でも見
み

ることができます。

奄
あま

美
み

以
い

南
なん

に生
せい

息
そく

する蛾
が

ですが、鹿
か

児
ご

島
しま

や宮
みや

崎
ざき

への侵
しん

入
にゅう

が報
ほう

告
こく

されています。

気
き

候
こう

変
へん

動
どう

いきもの大
だい

調
ちょうさ

査で行
おこな

った調
ちょうさ

査
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　気
き
候
こう
変
へん
動
どう
いきもの大

だい
調
ちょう
査
さ
で見

み
つかった

アプリバイオームで投稿された全データを含む地図上の点はいきものが見つかった場所です

岩手県！
い わ て け ん

今回の発見！
こんかい はっけん

25

30

35

40

45度

度

度

度

度

北緯
ほくい

ウラギンシジミは、翅
はね

の裏
うら

面
めん

の銀
ぎんはくしょく

白色が特
とくちょう

徴の蝶
ちょう

です。幼
ようちゅう

虫は都
と

市
し

部
ぶ

の河
か

川
せん

敷
じき

でもよく見
み

られるクズを食
た

べて育
そだ

つため、街
まち

なかでもよく見
み

かけます。冬
ふゆ

は
成
せいちゅう

虫のまま、木
こ

の葉
は

の裏
うら

などで越
えっ

冬
とう

します。このウラギンシジミ、1950 年
ねん

代
だい

までは関
かん

東
とう

地
ち

方
ほう

にまでしか分
ぶん

布
ぷ

していなかったのですが、近
きん

年
ねん

は分
ぶん

布
ぷ

域
いき

がどん
どん北

ほくじょう
上し、なんと冬

とう
季
き

の岩
いわ

手
て

県
けん

からの投
とう

稿
こう

がありました。

ウラギンシジミ

ウラギンシジミの発見と気温の上昇トレンドの
関係が２つのグラフから見て取れます。

はっけん きおん じょうしょう

かんけい み と

日本の気温の変化
にほん きおん へんか

年ごとの発見地点の北限
ねん はっけん ちてん ほくげん

−1

0

1

年

平
均
気
温
の
指
数(ºC)

1970 1980 1990 2000 2010 2020

100年につき、1.26℃も上昇

25

30

35

40

45

1950 1975 2000 2025年

発
見
地
点
の
最
高
緯
度(ºE)

赤線は 1900～2020 年までの
気温変化の傾向を表しています

ウラギンシジミ
Curetis acuta

昆虫綱チョウ目シジミチョウ科

ウラギンシジミ
の越冬地が北上

気温の上昇

越冬できる地域が
増える

更に気温が上がると ...

食草や生息環境が似ている
他のチョウと競合して生態
系のバランスが崩れるかもえっとう ち いき

ふ

きおん じょうしょう

さら きおん あ

くず

せいたい

けい

きょうごうほか

せいそくかんきょう にしょくそう

えっ とう ち ほくじょう

456件

ウラギンシジミは、アジアの亜
あ

熱
ねっ

帯
たい

～暖
だん

温
おん

帯
たい

地
ち

域
いき

といった暖
あたた

かい地
ち

域
いき

に広
ひろ

く分
ぶん

布
ぷ

し、日
に

本
ほん

は分
ぶん

布
ぷ

の北
ほく

限
げん

地
ち

域
いき

です。成
せいちゅう

虫は
常
じょうりょく

緑 広
こう

葉
よう

樹
じゅ

の葉
は

裏
うら

などに止
と

まってチョウの姿
すがた

のままで越
えっ

冬
とう

します。冬
ふゆ

の寒
さむ

さが厳
きび

しいと、うまく越
えっ

冬
とう

できないと言
い

われ
ていることから、分

ぶん
布
ぷ

域
いき

の北
ほくじょう

上は、地
ちきゅう

球温
おん

暖
だん

化
か

による冬
とう

季
き

の
気
き

温
おん

上
じょうしょう

昇によるものである可
か

能
のう

性
せい

があります。
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　気
き
候
こう
変
へん
動
どう
いきもの大

だい
調
ちょう
査
さ
で見

み
つかった

アプリバイオームで投稿された全データを含む地図上の点はいきものが見つかった場所です

キマダラカメムシ
Erthesina fullo

昆虫綱カメムシ目カメムシ科

キマダラカメムシはもともと東
とう

南
なん

アジアを分
ぶん

布
ぷ

の中
ちゅうしん

心とする外
がい

来
らい

種
しゅ

のカメム
シです。1990 年

ねん
代
だい

に九
きゅうしゅう

州で分
ぶん

布
ぷ

を広
ひろ

げ、2000 年
ねん

代
だい

には本
ほんしゅう

州・四
し

国
こく

で分
ぶん

布
ぷ

を
急
きゅうそく

速に拡
かく

大
だい

しました。現
げん

在
ざい

では、関
かん

西
さい

や関
かん

東
とう

でごく普
ふ

通
つう

に見
み

られます。南
なん

方
ぽう

系
けい

のカメムシである本
ほん

種
しゅ

の北
ほくじょう

上は、地
ちきゅう

球温
おん

暖
だん

化
か

の影
えいきょう

響によるものである可
か

能
のう

性
せい

が
指
し

摘
てき

されています。

キマダラカメムシ

キマダラカメムシの
初令幼虫
（Photo by Robert3298）
生まれて１回も脱皮して
いない姿です

キマダラカメムシの
2令以上の幼虫
（Photo by 直帰）
生まれて１回以上脱皮し
た姿です

キマダラカメムシの
成虫
（Photo by 蓮見）
背中の黄色の斑点、頭部の黄色い
縦筋、体の後ろの方にある鮮やか
な黄色と黒のシマシマが特徴

山形県！
や ま が た け ん

25

30

35

40

45度

度

度

度

度

北緯
ほくい

キマダラカメムシ
の分布が北上

気温の上昇

生息できる地域が
増える

更に気温が上がると ...

幅広い樹木を利用するキ
マダラカメムシが増えす
ぎると街路樹や農作物に
被害が出る可能性がある

せいそく ち いき

ふ

きおん じょうしょう
ぶん ぷ ほくじょう

さら きおん あ

かのうせい

がいろじゅ

じゅもく

ひがい で

のうさくもつ

ふ

りようはばひろ

どんないきもの？
キマダラカメムシは日

に
本
ほん

で見
み

られるカメムシの中
なか

で
は最

さい
大
だい

の大
おお

きさで、体
たいちょう

長 2cm を超
こ

える外
がい

来
らい

種
しゅ

です。
東
とうきょう

京や大
おお

阪
さか

などの大
だい

都
と

市
し

の街
まち

中
なか

でもごく普
ふ

通
つう

に見
み

られ
ます。脱

だっ
皮
ぴ

するたびに姿
すがた

を変
か

える面
おも

白
しろ

い昆
こんちゅう

虫です。

探
さが

してみよう！
暖
あたた

かい季
き

節
せつ

は、公
こう

園
えん

や道
どう

路
ろ

脇
わき

の街
がい

路
ろ

樹
じゅ

の幹
みき

でよく見
み

つ
かります。特

とく
に桜

さくら
の木

き
（ソメイヨシノ）の幹

みき
で見

み
つか

ることが多
おお

いです。寒
さむ

い季
き

節
せつ

は、樹
じゅ

皮
ひ

の隙
すき

間
ま

、雨
あま

戸
ど

や
戸
とぶくろ

袋の隙
すき

間
ま

などで成
せいちゅう

虫越
えっ

冬
とう

します。室
しつ

内
ない

で見
み

つかるこ
とも珍

めずら
しくありません。

キマダラカメムシの分
ぶん

布
ぷ

の急
きゅうそく

速な北
ほくじょう

上は地
ちきゅう

球温
おん

暖
だん

化
か

の影
えいきょう

響と
言
い

われています。2010 年
ねん

ごろから関
かん

東
とう

や東
とう

海
かい

でも見
み

られる
ようになり、近

きん
年
ねん

、山
やま

形
がた

県
けん

からの投
とう

稿
こう

もありました。キマダ
ラカメムシが利

り
用
よう

できる樹
じゅ

木
もく

はサクラ、ケヤキ、カシ類
るい

、ビ
ワ、イロハモミジなど多

た
岐
き

にわたり、移
いにゅうさき

入先で定
ていちゃく

着しやすい
というのも分

ぶん
布
ぷ

拡
かく

大
だい

の一
いち

因
いん

と考
かんが

えられます。

3000
以
上件
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　気
き
候
こう
変
へん
動
どう
いきもの大

だい
調
ちょう
査
さ
で見

み
つかった

アプリバイオームで投稿された全データを含む地図上の点はいきものが見つかった場所です

宮崎県！
みやざきけん

発見！
はっけん

鹿児島県！
か ご し ま け ん

発見！
はっけん

30

31

32

33

34度

度

度

度

度

北緯
ほくい

キオビエダシャク
Milionia zonea

昆虫綱チョウ目シャクガ科

キオビエダシャクは黄
き

色
いろ

の模
も

様
よう

が美
うつく

しいガの仲
なか

間
ま

です。従
じゅうらい

来は奄
あま

美
み

大
おお

島
しま

以
い

南
なん

が
分
ぶん

布
ぷ

域
いき

だったのですが、2000 年
ねん

代
だい

前
ぜん

半
はん

から九
きゅうしゅう

州本
ほん

島
とう

で継
けい

続
ぞく

して見
み

られるよう
になりました。地

ちきゅう
球温

おん
暖
だん

化
か

によって、冬
ふゆ

の寒
さむ

さが和
やわ

らいだことが分
ぶん

布
ぷ

拡
かく

大
だい

の要
よう

因
いん

ではないかと言
い

われています。

キオビエダシャク

キオビエダシャクの幼虫
（Photo by ササゴイ）

キオビエダシャクの成虫
（Photo by クド元気）

イヌマキの葉
（Photo by nh1）

幼虫が食べることで枯れて
しまうこともある

キオビエダシャク
の分布が北上

気温の上昇

生息できる地域が
増える

更に気温が上がると ...

食草や生息環境が似ている
他のチョウと競合して生態
系のバランスが崩れるかもせいそく ち いき

ふ

きおん じょうしょう

さら きおん あ

くず

せいたい

けい

きょうごうほか

せいそくかんきょう にしょくそう

ぶん ぷ ほくじょう

どんないきもの？
幼
ようちゅう

虫は紺
こん

色
いろ

の一
いち

部
ぶ

は青
あお

色
いろ

に輝
かがや

いて見
み

えます。幼
ようちゅう

虫は
いわゆるシャクトリムシの形

かたち
をし、頭

あたま
と尻

しり
、側

そく
面
めん

が
オレンジ色

いろ
をしています。成

せいちゅう
虫は全

ぜん
体
たい

に濃
こ

い紺
こん

色
いろ

を
し、翅

はね
に黄

き
色
いろ

～オレンジ色
いろ

の帯
おび

があるのが特
とくちょう

徴です。

探
さが

してみよう！
幼
ようちゅう

虫は生
いけ

垣
がき

に植
う

えられるイヌマキの葉
は

を食
た

べること
で知

し
られ、酷

ひど
いときには枯

こ
死
し

に至
いた

らしめるまでの被
ひ

害
がい

を及
およ

ぼします。振
しん

動
どう

を感
かん

じると口
くち

から出
だ

した糸
いと

に
ぶら下

さ
がるので、イヌマキを揺

ゆ
らしてみると見

み
つか

るかもしれません。成
せいちゅう

虫は昼
ちゅうこうせい

行性なので、日
にっちゅう

中でも
舞
ま

っている姿
すがた

を見
み

ることができるでしょう。

分
ぶん

布
ぷ

を北
ほくじょう

上させているキオビエダシャクは、過
か

去
こ

の文
ぶん

献
けん

には、
一
いっ

斉
せい

に発
はっ

生
せい

したと思
おも

えば一
いっ

斉
せい

に死
し

滅
めつ

する様
よう

子
す

が報
ほう

告
こく

されていま
す。日

に
本
ほん

の四
し

季
き

の変
へん

化
か

や冬
ふゆ

の寒
さむ

さに対
たい

応
おう

できない場
ば

合
あい

があると
考
かんが

えられており、侵
しんにゅう

入するにも多
おお

くの苦
く

労
ろう

があることがうかが
えます。裏

うら
を返

かえ
せば、気

き
候
こう

変
へん

動
どう

が進
すす

んで年
ねんじゅう

中温
おん

暖
だん

な地
ち

域
いき

が増
ふ

え
ると、こうした外

がい
来
らい

種
しゅ

の侵
しんにゅう

入がたやすくなる可
か

能
のう

性
せい

もあります。

68 件



沖
おき

縄
なわ

県
けん

でよく見
み

られる蝶
ちょう

の中
なか

には、実
じつ

は外
がい

来
らい

種
しゅ

の蝶
ちょう

もいます。ベニモンアゲ
ハやツマムラサキマダラなどです。彼

かれ
らは以

い
前
ぜん

から迷
めいちょう

蝶（台
たい

風
ふう

で飛
と

ばされて
きて、偶

ぐう
然
ぜん

やってくる蝶
ちょう

）として知
し

られていましたが、沖
おき

縄
なわ

県
けん

に定
ていちゃく

着するこ
とはありませんでした。ところが現

げん
在
ざい

では沖
おき

縄
なわ

県
けん

に定
ていちゃく

着し、さらに分
ぶん

布
ぷ

が北
きた

に拡
かく

大
だい

しています。こうした熱
ねっ

帯
たい

地
ち

方
ほう

の蝶
ちょう

の分
ぶん

布
ぷ

拡
かく

大
だい

は、地
ちきゅう

球温
おん

暖
だん

化
か

の影
えいきょう

響
によるものであると考

かんが
えられています。

主に沖縄、鹿児島

ベニモンアゲハ

MEMO

エリア

調査対象

主に沖縄
ツマムラサキマダラ

MEMO

エリア

調査対象

沖
お き

縄
な わ

の外
が い

来
ら い

蝶
ちょう

本
ほん

来
らい

は熱
ねっ

帯
たい

に生
せい

息
そく

する蝶
ちょう

ですが、近
きん

年
ねん

に
なって奄

あま
美
み

大
おお

島
しま

などで発
はっ

見
けん

が相
あい

次
つ

いでいま
す。

台
たい

湾
わん

より南
みなみ

に生
せい

息
そく

していましたが、沖
おき

縄
なわ

・
奄
あま

美
み

地
ち

方
ほう

まで分
ぶん

布
ぷ

を広
ひろ

げており、今
こん

後
ご

の分
ぶん

布
ぷ

拡
かく

大
だい

が危
き

惧
ぐ

されます。

気
き

候
こう

変
へん

動
どう

いきもの大
だい

調
ちょうさ

査で行
おこな

った調
ちょうさ

査
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　気
き
候
こう
変
へん
動
どう
いきもの大

だい
調
ちょう
査
さ
で見

み
つかった

アプリバイオームで投稿された全データを含む地図上の点はいきものが見つかった場所です

ベニモンアゲハ
Pachliopta aristolochiae

昆虫綱チョウ目アゲハチョウ科

ベニモンアゲハは、黒
くろ

地
じ

に赤
あか

い模
も

様
よう

が美
うつく

しいアゲハチョウの仲
なか

間
ま

です。今
いま

で
は沖

おき
縄
なわ

 でよく見
み

られる蝶
ちょう

ですが、実
じつ

はもともとは熱
ねっ

帯
たい

に生
せい

息
そく

する外
がい

来
らい

種
しゅ

です。
1968 年

ねん
に八

や
重
え

山
やま

諸
しょ

島
とう

で数
すう

個
こ

体
たい

が確
かく

認
にん

されて以
い

降
こう

、1970 年
ねん

代
だい

には宮
みや

古
こ

諸
しょ

島
とう

で、
1990 年

ねん
代
だい

に沖
おき

縄
なわ

諸
しょ

島
とう

と奄
あま

美
み

群
ぐん

島
とう

で安
あん

定
てい

して確
かく

認
にん

されるようになりました。

ベニモンアゲハ

ベニモンアゲハの発見と気温の上昇トレンドの
関係が２つのグラフから見て取れます。

はっけん きおん じょうしょう

かんけい み と

日本の気温の変化
にほん きおん へんか

年ごとの発見地点の北限
ねん はっけん ちてん ほくげん

−1

0

1

年

平
均
気
温
の
指
数(ºC)

1970 1980 1990 2000 2010 2020

100年につき、1.26℃も上昇

年

発
見
地
点
の
最
高
緯
度(ºE)

22

24

26

28

30

1980 1990 2000 2010 2020

赤線は 1900～2020 年までの
気温変化の傾向を表しています

22

24

26

28

30度

度

度

度

度

北緯
ほくい

石垣島
い し が き じ ま

宮古島
み や こ じ ま

沖縄本島
お き な わ ほ ん と う

徳之島
と く の し ま

奄美群島
あ ま み ぐ ん と う

沖縄諸島
お き な わ し ょ と う

宮古諸島
こ し ょ と うみ や

八重山諸島
や え し ょ と うや ま

奄美大島
あ ま み お お し ま

南西諸島
な ん せ い し ょ と う

西表島
いりおもてじま

ベニモンアゲハ
の分布が北上

気温の上昇

生息できる地域が
増える

更に気温が上がると ...

食草や生息環境が似ている
ジャコウアゲハなどと競合
してしまう可能性があるせいそく ち いき

ふ

きおん じょうしょう

さら きおん あ

かのうせい

きょうごう

せいそくかんきょう にしょくそう

ぶん ぷ ほくじょう

石
いし

垣
がき

島
じま

や西
いりおもてじま

表島、宮
みや

古
こ

島
じま

、沖
おき

縄
なわ

本
ほん

島
とう

、さらには徳
とく

之
の

島
しま

からも
投
とう

稿
こう

がありました。熱
ねっ

帯
たい

に生
せい

息
そく

するベニモンアゲハの北
ほくじょう

上は、
地
ちきゅう

球温
おん

暖
だん

化
か

によるものと考
かんが

えられます。

17 件
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　気
き
候
こう
変
へん
動
どう
いきもの大

だい
調
ちょう
査
さ
で見

み
つかった

アプリバイオームで投稿された全データを含む地図上の点はいきものが見つかった場所です

ツマムラサキマダラ
Euploea mulciber

昆虫綱チョウ目タテハチョウ科

ツマムラサキマダラは、もともとは台
たい

湾
わん

以
い

南
なん

の熱
ねっ

帯
たい

に分
ぶん

布
ぷ

する蝶
ちょう

でした。しか
し、1990 年

ねん
代
だい

から沖
おき

縄
なわ

県
けん

での定
ていちゃく

着が確
かく

認
にん

され、現
げん

在
ざい

では、奄
あま

美
み

群
ぐん

島
とう

でも継
けい

続
ぞく

的
てき

に見
み

られるようになりました。南
なん

西
せい

諸
しょ

島
とう

にはもともとツマムラサキマダラの
生
せい

息
そく

に適
てき

した植
しょくぶつ

物が生
せい

育
いく

しており、近
きん

年
ねん

になって急
きゅうそく

速に定
ていちゃく

着が進
すす

んだのは地
ちきゅう

球
温
おん

暖
だん

化
か

の影
えいきょう

響であると言
い

われています。

ツマムラサキマダラ

前翅

後翅 外縁部
がいえんぶ

ぜんし

こうし

22

24

26

28

30度

度

度

度

度

北緯
ほくい

石垣島
い し が き じ ま

宮古島
み や こ じ ま

沖縄本島
お き な わ ほ ん と う

徳之島
と く の し ま

奄美群島
あ ま み ぐ ん と う

沖縄諸島
お き な わ し ょ と う

宮古諸島
こ し ょ と うみ や

八重山諸島
や え し ょ と うや ま

奄美大島
あ ま み お お し ま

南西諸島
な ん せ い し ょ と う

ツマムラサキマダラ
の分布が北上

気温の上昇

生息できる地域が
増える

更に気温が上がると ...

食草や生息環境が似ている
他のチョウと競合して生態
系のバランスが崩れるかもせいそく ち いき

ふ

きおん じょうしょう

さら きおん あ

くず

せいたい

けい

きょうごうほか

せいそくかんきょう にしょくそう

ぶん ぷ ほくじょう

109件

1990 年
ねん

代
だい

から沖
おき

縄
なわ

本
ほん

島
とう

などで採
さいしゅうれい

集例が急
きゅうぞう

増するとともに、
在
ざい

来
らい

の植
しょくぶつ

物で卵
たまご

や幼
ようちゅう

虫が発
はっ

見
けん

され、定
ていちゃく

着が確
かく

認
にん

されました。

どんないきもの？
前
ぜん

翅
し

の先
せん

端
たん

部
ぶ

分
ぶん

が光
ひかり

の当
あ

たり具
ぐ

合
あい

によって青
あおむらさきいろ

紫色に
輝
かがや

くのが特
とくちょう

徴です。オスとメスで翅
はね

の模
も

様
よう

が異
こと

なり、
メスは後

こう
翅
し

に白
しろ

色
いろ

の線
せんじょう

状の模
も

様
よう

があり、外
がい

縁
えん

部
ぶ

に白
はく

斑
はん

があります。一
いっ

方
ぽう

のオスは、後
こう

翅
し

には白
しろ

色
いろ

の模
も

様
よう

がなく、前
ぜん

翅
し

の青
あおむらさきいろ

紫色の光
こう

沢
たく

がメスよりも強
つよ

いです。

探
さが

してみよう！
林
りん

縁
えん

などを緩
ゆる

やかに飛
ひしょう

翔し、センダングサ類
るい

の花
はな

に
やってきます。また、ツマムラサキマダラの幼

ようちゅう
虫は

マダラチョウ科
か

の中
なか

では比
ひ

較
かく

的
てき

幅
はば

広
ひろ

い食
しょくせい

性を持
も

って
います。遠

とお
く離

はな
れた生

せい
息
そく

地
ち

から日
に

本
ほん

へやってきても
定
ていちゃく

着できる要
よう

因
いん

の一
ひと

つかもしれません。



わたしたちができること できること、たくさんあるね！

COOL CHOICEの
公式ページも見てみよう！
https://ondankataisaku.env.go.jp/coolchoice/

チョイスクール

こうしき み

いきものたちは、きびしい自
し

然
ぜん

を生
い

き抜
ぬ

くため、とっても賢
かしこ

い選
せん

択
たく

をしています。
その中

なか
には、私

わたし
たち人

にん
間
げん

の「エコ」のヒントになるものも！ここでは、そんない
きものたちの、エコ生

せい
態
たい

を紹
しょうかい

介します。

ミノムシの蓑
みの

の内
うち

側
がわ

には糸
いと

で作
つく

られたフェルト
のような層

そう
があり、外

そと
の寒

さむ
さを通

とお
しにくくする

ことで、寒
さむ

い冬
ふゆ

を過
す

ごします。

ナマケモノは木
こ

の葉
は

だけではなく、自
じ

分
ぶん

の体
からだ

に
生
は

えた藻
も

（植
しょくぶつ

物の仲
なか

間
ま

）も食
た

べます。これって
究
きゅうきょく

極 の地
ち

産
さん

地
ちしょう

消ですね。

「ひっつきむし」は、表
ひょうめん

面に生
は

えている毛
け

や
トゲが服

ふく
や毛

け
にくっついて、人

ひと
や動

どう
物
ぶつ

と一
いっ

緒
しょ

に移
い

動
どう

し、時
とき

には遠
とお

くまで運
はこ

ばれます。

ワニは、水
みず

辺
べ

近
ちか

くの陸
りく

地
ち

に草
くさ

を積
つ

み上
あ

げたり、
砂
すな

場
ば

に穴
あな

を掘
ほ

って巣
す

を作
つく

り、自
し

然
ぜん

の熱
ねつ

によって
卵
たまご

を温
あたた

めます。

地
じ

元
もと

で採
と

れた野
や

菜
さい

や魚
さかな

を食
た

べる「地
ち

産
さん

地
ちしょう

消」は、
商
しょうひん

品を運
はこ

ぶエネルギーの節
せつ

約
やく

や、包
ほう

装
そう

で出
で

るゴミ
を減

へ
らすことで、地

ちきゅう
球温

おん
暖
だん

化
か

対
たい

策
さく

につながります。

ミノムシのように衣
い

服
ふく

の工
く

夫
ふう

で冬
ふゆ

を温
あたた

かく過
す

ごす
「W

ウ ォ ー ム ビ ズ
ARMBIZ」は、過

か
度
ど

な暖
だん

房
ぼう

に頼
たよ

らず室
しつ

温
おん

20℃を目
め

安
やす

に冬
ふゆ

を快
かい

適
てき

に過
す

ごすライフスタイルです。暖
だん

房
ぼう

エネ
ルギーの節

せつ
約
やく

は地
ちきゅう

球温
おん

暖
だん

化
か

対
たい

策
さく

につながります。

通
つう

勤
きん

や通
つう

学
がく

はもちろん、旅
りょ

行
こう

やちょっとした外
がいしゅつ

出も、二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

の排
はいしゅつりょう

出量が少
すく

ない公
こうきょうこうつうきかん

共交通機関を利
り

用
よう

することで、地
ちきゅう

球
温
おん

暖
だん

化
か

対
たい

策
さく

につながります。あなたもひっつきむしのように 
「エコな移

い
動
どう

、s
ス マ ー ト
mart m

ム ー ブ
ove」 にチャレンジしましょう！

ワニの巣
す

作
づく

りのように、私
わたし

たち人
にん

間
げん

も自
し

然
ぜん

のエネルギーをうまく使
つか

って、
暮
く

らすことができます。例
たと

えば、太
たい

陽
よう

光
こう

、風
ふうりょく

力、水
すいりょく

力、地
ち

熱
ねつ

、バイオマス
などの再

さい
生
せい

可
か

能
のう

エネルギーは、二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

などの温
おん

室
しつ

効
こう

果
か

ガスを排
はいしゅつ

出しな
いため、地

ちきゅう
球温

おん
暖
だん

化
か

対
たい

策
さく

として有
ゆう

効
こう

です。

地
ちきゅう

球温
おん

暖
だん

化
か

を止
と

めるために
私
わたし

たちができることはたくさんあります。
・白

はく
熱
ねつ

灯
とう

を L
エルイーディー

E D 電
でんきゅう

球に取
と

り替
か

える
・室

しつ
温
おん

を、夏
なつ

は 28℃、冬
ふゆ

は 20℃を目
め

安
やす

に設
せっ

定
てい

する
・自

じ
動
どう

車
しゃ

の急
きゅうかそく

加速・急
きゅうげんそく

減速は控
ひか

える
・お買

か
い物

もの
はエコバッグを利

り
用
よう

する
これらは環

かんきょう
境にもお財

さい
布
ふ

にも優
やさ

しい E
エ コ
CO アクションです。一

ひと
人
り

ひとりができる
ことを少

すこ
しずつやっていくことが、地

ちきゅう
球温

おん
暖
だん

化
か

の進
しん

行
こう

を抑
おさ

えるのに重
じゅうよう

要です。

ミノムシに学
まな

ぶ　W
ウ ォ ー ム ビ ズ

ARMBIZ コーデ

究
きゅうきょく

極の地
ち

産
さん

地
ちしょう

消　体
からだ

に生
は

えた藻
も

を食
た

べるナマケモノ

自
し

然
ぜん

の力
ちから

で卵
たまご

をふ化
か

　ワニ流
りゅう

子
こ

育
そだ

て術
じゅつ

ひっつきむしのエコ移
い

動
どう

いきものたちのエコ生
せ い

態
た い

を
学
ま な

んで行
こ う

動
ど う

しよう！
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